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（３）児童生徒質問紙調査について 

 ※傾向がはっきりと分かるように、選択肢の１【当てはまる】のみをグラフに表しています。

文中およびグラフの中の( )内の番号は、質問番号です。 

 北栄町    鳥取県     全国 

★家庭・地域・学校に関すること 

●家庭生活 

（１）朝食を毎日食べている 

 

 

 

 

 

 

(12）テレビやビデオ・ＤＶＤを見たり，聞

いたりを平日２時間以上する 

 

 

 

 

 

 

 

（13）テレビゲーム（携帯電話やスマート 

フォンを使ったゲームも含む）を平日１

時間以上する 

 

 

 

 

 

 

 

 

(14)携帯電話やスマートフォンで通話や 

メール，インターネットを平日１時間以

上する 

 

・小中学生とも、朝食を食べる習慣が身についています。 

・テレビやゲーム、インターネットなどに費やす時間について、中学生は全国より少な

いが、小学生は全国に比べて多いようです。 

 

●家庭学習 

（15）１日当たり２時間以上勉強する 

（学習塾や家庭教師の時間も含む） 

 

 

 

 

 

 

 

(小 30中 32)家で，学校の宿題をする 

・家で学校の宿題をきちんとしている児童生徒の割合は全国を上回っています。特に中

学校ではその差が大きいです。 

・2時間以上家庭学習をしている児童生徒の割合は全国を下回っています。 

・家庭と連携を図った学習習慣の確立に努めることが必要です。 
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●学校生活 

（小 33中 35）学校に行くのは楽しい 

 

 

 

 

 

 

 

 

（小 37 中 39）学級みんなで協力して何か

をやり遂げ，うれしかった 

・学校に行くのは楽しいと感じている児童生徒の割合は全国に比べて課題があります。 

・協力してやり遂げ、うれしかった経験をしている児童生徒の割合は、５割を超え、中学 

生は全国を上回っています。達成感や成就感を高める指導を継続して行うことが大切 

です。 

 

●授業 

（小 56中 58）授業では，自分の考えを発 

表する機会が与えられていた 

 

 

 

 

 

 

 

（小 57 中 59）授業では，話し合う活動を

よく行っていた 

（小 61中 63）授業の中で目標（めあて・ね

らい）が示されていた 

 

 

 

 

 

 

 

（小 62 中 64）授業の最後に学習内容を振

り返る活動をよく行っていたと思う 

・授業の中で目標を示すことは定着しつつあります。各校で授業改善の取組、共通実践の

取組が進んでいるようです。 

・児童生徒がより主体的・対話的に学習に参加するような授業改善の取組を今後も継続

して行うことが大切です。 

 

 

※傾向がはっきりと分かるように、選択肢の１【当てはまる】のみをグラフに表しています。文

中およびグラフの中の( )内の番号は、質問番号です。 
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 北栄町    鳥取県     全国 

★こども自身に関すること 

●規範意識 

（小 49中 51）学校のきまり(規則）を守っ

ている 

 

 

 

 

 

 

 

（小 52 中 54）いじめは，どんな理由があ

ってもいけないことだと思う 

・学校のきまり（規則）を守っていると答えた児童の割合は全国に比べると課題がありま

すが、昨年度と比べて増えています。（H28 小 29.6 中 64.7） 

・中学校では、いじめがいけないことだと考える生徒の割合は全国と比べて上回ってい 

ます。 

・規範意識の醸成のため、学校と家庭のさらなる協力が必要です。 

 

●達成感・チャレンジ精神 

（４）ものごとを最後までやり遂げて，う 

れしかった 

 

 

 

 

 

 

（５）難しいことでも，失敗を恐れないで 

挑戦している 

・ものごとを最後までやり遂げてうれしかった、難しいことでも失敗を恐れないで挑戦 

すると答えた児童の割合は全国に比べると課題があります。様々なことに挑戦させ、 

「できた」という達成感を味あわせる機会を増やすことが大切です。 

 

●自己肯定観・夢や目標 

（６）自分には，よいところがあると思う 

 

 

 

 

 

 

 

（10）将来の夢や目標を持っている 

・自分には，よいところがあると思う児童生徒の割合は全国とほぼ同じです。 

・将来の夢や目標を持っている児童生徒の割合は全国平均と比べると低く、依然として 

課題があります。（H28 小 55.9 中 44.7）地域や社会と接点を持ち様々な経験をする

中で、夢を探っていく教育活動の充実が必要です。 
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